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という高い評価を得ている（鹿浦 2007, 2008 参照）。国際交流部では、来日の前に











































ナーハウス 1 番～4 番）に住む学生、オフキャンパスのアパートに住んでいる学生
と分かれている。過去 5 学期のハウジングの割合は学生寮とホームステイとアパー
トでは、大体 7 対 2 対１という割合に落ち着いている。（表 1）2013 年秋学期の場
合、全留学生 375 人中、寮に 253 人、ホストファミリーの家に 95 人、アパートに



















































            









































            
 
























            




satisfactory」が平均 8 割、「very satisfactory」と「satisfactory」を足すとほぼ 100%と
なるが、ホストファミリーでは「大変有意義であった」という家庭は約 3 割で、「有
意義であった」は約 5 割で、1 つ 2 つの問題点をあげているホストファミリーは「有
意義であった」と回答している。ホストファミリーの留学生に対する否定的な意見
は約 2 割もあり、留学生より不満度は高いことが分かる。 
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